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環

境

大

臣

浅
尾
慶
一
郎

能
登
半
島
の
創
造
的
復
興
へ

脱
炭
素
の
国
民
運
動
促
進

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
７
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

環
境
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

所
感
の
一
端
を
申
し
述
べ
、

新
年
の
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

環
境
省
で
は
、
引
き
続
き
公

費
解
体
を
推
進
し
、
災
害
廃

棄
物
の
適
正
か
つ
円
滑
・
迅

速
な
処
理
を
進
め
る
と
と
も

に
、
能
登
半
島
の
自
然
環
境

を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
早

期
の
復
旧
・
創
造
的
復
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
末
の
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
２９
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２９
）
で
は
、
私
も

現
地
に
赴
き
、
多
く
の
閣
僚

級
会
合
に
参
加
し
、
ま
た
精

力
的
に
二
国
間
会
談
を
行
い

ま
し
た
。
最
終
的
に
、
気
候

変
動
対
策
の
た
め
の
途
上
国

向
け
の
資
金
を
２
０
３
５
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
年
間
１

・
３
兆
ド
ル
ヘ
拡
大
さ
せ
る

よ
う
全
て
の
ア
ク
タ
ー
に
求

め
る
こ
と
や
、
２
０
３
５
年

ま
で
に
少
な
く
と
も
年
間
３

０
０
０
億
ド
ル
の
途
上
国
支

援
を
行
う
こ
と
と
い
っ
た
新

し
い
気
候
資
金
目
標
の
決

定
、
国
際
的
に
協
力
し
て
削

減
対
策
等
を
実
施
す
る
パ
リ

協
定
第
６
条
の
完
全
運
用
化

な
ど
、
具
体
的
な
成
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
、
「
ア

ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

共
同
体
」
構
想
の
実
現
を
始

め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

ウ
ス
と
の
関
係
強
化
や
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
関
す
る

条
約
の
策
定
に
向
け
た
議
論

へ
の
貢
献
等
の
環
境
外
交
を

前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
向

け
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

に
係
る
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
特
定
帰
還
居
住
区
域
の

除
染
や
家
屋
等
の
解
体
、
福

島
県
内
の
除
去
土
壌
等
の
最

終
処
分
や
再
生
利
用
、
そ
し

て
環
境
の
視
点
か
ら
地
域
の

強
み
を
創
造
・
再
発
見
す
る

未
来
志
向
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

資
源
循
環
と
成
長
の
好
循

環
を
目
指
す
循
環
経
済
（
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）

へ
の
移
行
に
向
け
て
は
、
こ

れ
を
国
家
戦
略
と
し
て
取
り

組
む
政
策
課
題
と
し
、
再
資

源
化
事
業
等
高
度
化
法
の
円

滑
な
施
行
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
後
排
出
量
増
加
が
想

定
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
構
築
に

向
け
た
検
討
等
を
進
め
ま

す
。２

０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
（
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
）
の
実
現
に
向
け
て

は
、
次
期
削
減
目
標
の
策
定

と
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
・
く
ら
し
の
脱
炭
素
化
に

向
け
て
、
脱
炭
素
先
行
地
域

の
実
現
や
脱
炭
素
の
基
盤
と

な
る
重
点
対
策
の
全
国
実

施
、
脱
炭
素
化
支
援
機
構
の

活
用
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
住
宅
・
建
築
物
の
脱
炭

素
化
、
商
用
車
等
の
電
動
化

な
ど
、
く
ら
し
の
Ｇ
Ｘ
を
推

進
し
、
国
民
運
動
「
デ
コ

活
」
を
通
じ
た
行
動
変
容
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
転
換
を
促

進
し
ま
す
。

人
工
光
合
成
等
の
新
た
な

技
術
の
社
会
実
装
の
促
進

や
、
熱
中
症
対
策
等
の
気
候

（
２
面
に
つ
づ
く
）

東京・品川区
蛇窪神社
水辺の白蛇像

迎春迎春
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経

済

産

業

大

臣

武
藤
容
司

持
続
的
な
賃
上
げ
を
実
現

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

国

土

交

通

省

住
宅
局

局
長

楠
田
幹
人

将
来
世
代
へ
継
承
す
る

良
質
な
ス
ト
ッ
ク
形
成

変
動
適
応
策
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

自
然
再
興
（
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）
に
つ
い
て
は

２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海

の
そ
れ
ぞ
れ
３０
％
以
上
を
保

全
す
る
「
３０
by
３０
目
標
」
の

実
現
を
目
指
し
、
地
域
生
物

多
様
性
増
進
法
に
基
づ
く
自

然
共
生
サ
イ
ト
の
認
定
を
促

進
し
ま
す
。
ま
た
国
立
・
国

定
公
園
の
保
護
地
域
の
拡

張
、
施
設
整
備
の
推
進
や
魅

力
向
上
・
利
用
促
進
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
省
の
不
変
の

原
点
で
あ
る
人
の
命
と
環
境

を
守
る
取
組
と
し
て
、
地
下

水
等
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
）
へ
の
対
策
や
水
道
の

水
質
・
衛
生
管
理
、
ク
マ
類

に
よ
る
人
身
被
害
防
止
等
の

鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
水
俣
病
等
の
公

害
健
康
被
害
対
策
、
石
綿
健

康
被
害
の
救
済
、
子
ど
も
の

健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国

調
査
、
外
来
種
対
策
、
希
少

種
保
全
、
動
物
愛
護
管
理
な

ど
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

原
子
力
防
災
に
関
し
て

は
、
関
係
自
治
体
等
と
一
体

と
な
り
、訓
練
等
を
通
じ
て
、

地
域
防
災
計
画
・
避
難
計
画

の
継
続
的
な
充
実
・
強
化
を

図
り
、
複
合
災
害
を
考
慮
し

た
原
子
力
災
害
対
応
の
実
効

性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
第

六
次
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ

て
、
環
境
保
全
と
そ
れ
を
通

じ
た
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

／
高
い
生
活
の
質
」
の
実
現

に
向
け
て
、
個
別
分
野
の
政

策
を
横
断
的
に
実
施
す
る

「
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に

よ
り
、
環
境
・
経
済
・
社
会

課
題
の
同
時
解
決
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
と
益
々
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
全
力
で

環
境
行
政
に
取
り
組
む
こ
と

を
お
約
束
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
７
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
年
始
の
能
登
半

島
地
震
を
は
じ
め
と
し
て
、

台
風
や
豪
雨
な
ど
多
く
の
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
発
生
し

た
一
年
で
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
改
め
て
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
特
に
能
登
半
島
地
震

で
被
害
を
受
け
た
地
域
で

は
、
な
り
わ
い
の
再
建
を
は

じ
め
、
復
旧
・
復
興
へ
の
道

の
り
は
い
ま
だ
半
ば
で
す
。

私
も
昨
年
実
際
に
現
地
に

足
を
運
び
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
現
場
を
こ
の
目
で
見
て
、

被
災
さ
れ
た
事
業
者
の
方
々

の
再
建
へ
の
思
い
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
度
重
な
る
災
害

に
よ
り
、
地
域
の
未
来
の
た

め
に
歩
ん
で
い
る
方
々
の
思

い
が
絶
た
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
経
済
産

業
省
と
し
て
も
、
引
き
続
き

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
政
策
に
つ
い
て
は
、

数
年
間
に
わ
た
る
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ

Ｘ
な
ど
の
成
長
分
野
へ
の
積

極
的
な
国
内
投
資
が
芽
吹

き
、
明
る
い
兆
し
が
現
れ
始

め
ま
し
た
。
実
に
３０
年
ぶ
り

と
な
る
水
準
の
賃
上
げ
、
１

０
０
兆
円
を
超
え
る
攻
め
の

設
備
投
資
、
史
上
最
高
値
水

準
の
株
価
、
そ
し
て
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
も
初
め
て
６
０
０
兆
円

の
大
台
を
超
え
る
な
ど
の
成

果
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
足
下
の
物
価
高

を
背
景
に
、
消
費
は
力
強
さ

を
欠
い
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
賃
上
げ
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
や
業
態
に
よ
っ

て
、
上
昇
幅
に
ば
ら
つ
き
も

存
在
し
ま
す
。

長
き
に
わ
た
る
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
型
経
済
か
ら
「
賃
上
げ

と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型

経
済
」
へ
の
転
換
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
物
価
高
に

負
け
な
い
持
続
的
な
賃
上
げ

を
実
現
し
、
こ
れ
を
更
な
る

消
費
と
投
資
へ
繋
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
官
民
あ
げ
て
の
思
い
切
っ

た
成
長
投
資
）

官
民
が
連
携
し
て
行
う
大

型
投
資
に
よ
る
経
済
効
果

は
、
実
際
に
投
資
を
行
う
大

企
業
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
中
小
企
業
を
は
じ

め
、
そ
の
地
域
に
眠
る
投
資

意
欲
を
覚
醒
さ
せ
、
地
方
創

生
の
「
起
爆
剤
」
と
な
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

（
持
続
的
・
構
造
的
賃
上
げ

を
実
現
で
き
る
環
境
づ
く

り
）企

業
が
利
益
を
生
み
出

し
、
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
価
格

転
嫁
が
極
め
て
重
要
で
す
。

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取

組
を
強
化
し
、
毎
年
３
月
と

９
月
の
「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
に
お
け
る
取
組
に
加
え

て
、
取
引
実
態
に
関
す
る
情

報
収
集
体
制
の
強
化
や
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

の
更
な
る
拡
大
と
実
効
性
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
適
切
な
価
格
転
嫁
を
定

着
さ
せ
る
た
め
、
公
正
取
引

委
員
会
と
、
下
請
法
の
改
正

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
の
「
稼
ぐ

力
」
を
根
本
的
に
強
化
す
る

た
め
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
や
省
力
化
投
資
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

を
牽
引
す
る
中
堅
企
業
や
、

売
上
高
１
０
０
億
円
を
目
指

す
中
小
企
業
の
成
長
投
資
も

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
応
）

成
長
を
後
押
し
す
る
支
援

策
と
と
も
に
、
足
元
の
物
価

高
が
続
く
状
況
の
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
苦

し
む
方
々
へ
の
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

電
気
・
ガ
ス
料
金
に
つ
い

て
は
、
電
力
使
用
量
が
多
い

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
使
用

分
に
つ
い
て
、
支
援
を
行
い

ま
す
。
燃
料
油
価
格
の
激
変

緩
和
事
業
に
つ
い
て
は
、
出

口
に
向
け
て
段
階
的
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

こ
う
し
た
支
援
は
い
つ
ま

で
も
続
け
る
べ
き
で
は
な

く
、
併
せ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
の
転
換
も
進
め
ま
す
。

脱
炭
素
電
源
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
に
加
え
、
工
場
・
事

業
所
に
対
す
る
省
エ
ネ
設
備

の
導
入
や
省
エ
ネ
診
断
の
支

援
、
家
庭
に
お
け
る
高
効
率

給
湯
器
の
購
入
支
援
等
を
通

じ
て
、
企
業
や
家
庭
で
の
省

エ
ネ
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
の
導
入
も
支
援
し
ま
す
。

（
Ｇ
Ｘ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
）Ｇ

Ｘ
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
、
経
済
成

長
、
脱
炭
素
を
一
体
的
に
目

指
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
昨

年
末
に
は
、
「
Ｇ
Ｘ
２
０
４

０
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
の
案
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
や

Ｇ
Ｘ
の
進
展
に
よ
っ
て
電
力

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
脱
炭
素
電
源
の
確
保

は
国
力
を
左
右
し
か
ね
な
い

と
い
う
認
識
の
も
と
、
徹
底

し
た
省
エ
ネ
に
加
え
、
再
エ

ネ
や
原
子
力
な
ど
の
脱
炭
素

電
源
の
最
大
限
の
活
用
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
再
エ
ネ
の

更
な
る
導
入
拡
大
に
向
け
、

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

や
洋
上
風
力
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
構
築
、
地
熱
や
中

小
水
力
発
電
の
推
進
、
蓄
電

池
の
導
入
な
ど
を
進
め
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
脱
炭
素

電
源
の
投
資
拡
大
策
や
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
施

策
の
具
体
化
を
進
め
、
支
援

と
規
制
・
制
度
的
措
置
を
一

体
的
に
講
じ
る
こ
と
で
、
Ｇ

Ｘ
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。
加
え
て
、
Ｇ
Ｘ
に

は
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
実
現
も
重
要
で
あ
り
、

再
生
材
の
利
用
拡
大
に
加

え
、
環
境
配
慮
設
計
等
を
促

進
す
る
た
め
の
検
討
な
ど

を
、
産
学
官
で
連
携
し
て
進

め
ま
す
。

Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
ア
ジ
ア
の
同
志
国
と
の

連
携
も
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　

（
福
島
の
復
興
）

福
島
復
興
と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安

全
か
つ
着
実
な
廃
炉
は
、
引

き
続
き
経
済
産
業
省
の
最
重

要
課
題
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
処
分
が
完
了
す
る
ま

で
、
政
府
と
し
て
全
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
む
方
針
の
も

と
、
一
部
の
国
・
地
域
に
よ

る
日
本
産
水
産
物
に
対
す
る

輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
う
と
も
に
、

安
全
性
の
確
保
、
風
評
対

策
、
な
り
わ
い
継
続
支
援
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

併
せ
て
、
帰
還
困
難
区
域

の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

取
組
や
、
事
業
・
な
り
わ
い

の
再
建
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
、
新

産
業
創
出
、
交
流
人
口
・
関

係
人
口
の
拡
大
、
芸
術
文
化

を
通
じ
た
新
た
な
魅
力
づ
く

り
等
を
通
じ
、
被
災
地
の
復

興
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

（
大
阪
・
関
西
万
博
）

最
後
に
、
大
阪
・
関
西
万

博
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
万
博
は
、
「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
世
界
中
の

来
場
者
を
出
迎
え
、
「
未
来

社
会
の
実
験
場
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ

ッ
ト
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
最

先
端
分
野
を
発
信
・
社
会
実

装
す
る
機
会
で
あ
り
、
日
本

が
世
界
の
課
題
解
決
を
主
導

し
て
更
な
る
発
展
の
道
筋
を

拓
く
契
機
と
な
る
も
の
で

す
。
経
済
産
業
省
と
し
て

も
、
本
年
の
大
き
な
目
玉
と

な
る
政
策
的
取
組
と
し
て
そ

の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳

（
き
の
と
み
）
」
。
「
乙

（
き
の
と
）
」
は
新
た
な
芽

吹
き
や
成
長
の
始
ま
り
の
意

味
、
「
巳
（
み
）
」
、
す
な

わ
ち
蛇
は
、
脱
皮
を
繰
り
返

し
て
、
変
化
や
成
長
を
遂
げ

る
動
物
で
す
。
「
乙
巳
」
の

本
年
は
、
芽
吹
き
始
め
た
日

本
経
済
の
明
る
い
兆
し
を
大

切
に
育
て
、
万
博
と
い
う
大

舞
台
を
通
じ
て
「
い
の
ち
」

の
息
吹
を
吹
き
込
み
、
蛇
の

よ
う
に
し
な
や
か
に
、
力
強

く
伸
び
て
い
く
経
済
を
実
現

し
て
い
く
一
年
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら

国
土
交
通
行
政
、
住
宅
・
建

築
行
政
の
推
進
に
御
支
援
・

御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク

は
、
耐
震
性
や
省
エ
ネ
性

能
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
な

ど
の
性
能
が
不
十
分
な
も
の

が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
ま

た
、
空
き
家
は
年
々
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
将
来
世
代
に

継
承
す
る
に
相
応
し
い
良
質

な
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す
る
に

は
、
高
い
性
能
の
住
宅
へ
の

新
築
・
建
替
え
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
性
能
向
上
、
空
き

家
対
策
の
三
本
柱
を
総
合
的

か
つ
強
力
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
の
性
能
向
上
に

つ
い
て
は
、
昨
今
の
物
価
高

の
中
で
、
子
育
て
世
帯
等
の

住
宅
新
築
や
省
エ
ネ
性
能
向

上
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
た

め
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算

で
創
設
し
た
「
子
育
て
グ
リ

ー
ン
住
宅
支
援
事
業
」
等
の

措
置
を
通
じ
て
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
に
成
立

し
た
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法

に
基
づ
き
、
今
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
省
エ
ネ
基
準
適

合
の
全
面
義
務
化
に
向
け

て
、
き
め
細
か
な
周
知
や
実

施
体
制
の
整
備
、
中
小
事
業

者
の
方
々
の
技
術
力
向
上
と

い
っ
た
準
備
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
も

重
要
で
あ
り
、
空
き
家
の
管

理
・
活
用
等
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
等
を
改
正

し
、
既
存
賃
貸
住
宅
を
活
用

し
た
居
住
環
境
の
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
巡

っ
て
は
、
建
物
と
居
住
者
の

「
２
つ
の
老
い
」
が
進
行
し

て
お
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
新
築
か
ら
再
生
ま
で
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
見
通

し
て
、
管
理
・
再
生
の
円
滑

化
等
を
図
る
た
め
、
マ
ン
シ

ョ
ン
政
策
小
委
員
会
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン

関
係
法
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
次
期
通
常
国
会
で
の
法

案
提
出
を
目
指
し
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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